
さ い ば い ニ ュ ー ス

さいばい ニュース

潮騒

神奈川県栽培漁業協会
発行所 〒238-0237
 神奈川県三浦市三崎町
 城ヶ島養老子

☎ 046（882）6980
FAX 046（881）2233

公益財団法人

第94号（１）　　 2012 年（平成 24年）７月１日

No.94
　

今
年
度
も
マ
ダ
イ
、
ア
ワ

ビ
、
ト
コ
ブ
シ
、
ク
ロ
ダ
イ
、

マ
コ
ガ
レ
イ
の
種
苗
を
生
産

し
て
、
東
京
湾
並
び
に
相
模

湾
へ
放
流
し
、
漁
業
協
同
組

合
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
団

体
へ
の
供
給
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
業
界
か
ら
強
い
要

望
の
あ
る
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
種

苗
を
入
手
し
放
流
し
ま
す
。

こ
れ
ら
当
協
会
の
中
核
事
業

で
あ
る
種
苗
生
産
・
放
流
並

び
に
供
給
事
業
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
神
奈
川
県
の
水
産

資
源
の
維
持
増
大
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
栽
培
漁
業
と
当
協

会
の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

漁
業
者
は
も
と
よ
り
神
奈
川

県
民
に
対
し
、
東
京
湾
並
び

に
相
模
湾
の
海
洋
環
境
の
保

全
と
水
産
資
源
を
豊
か
に
保

つ
必
要
性
を
訴
え
る
た
め
、

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
太
平
洋
南
海
域
栽
培
漁
業

推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

他
県
と
連
携
し
、
広
域
に
ヒ

ラ
メ
の
種
苗
放
流
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　

当
協
会
の
運
営
は
、
県
補

助
金
の
削
減
及
び
漁
業
経
営

の
不
振
と
遊
漁
者
数
の
減
少

等
か
ら
主
な
収
入
源
で
あ
る

漁
業
者
負
担
金
と
遊
漁
船
業

者
等
協
力
金
は
減
少
傾
向
で
、

種
苗
供
給
数
も
種
苗
を
購
入

し
て
い
た
財
団
法
人
の
株
式

会
社
や
一
般
法
人
へ
の
移
行

で
、厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

徹
底
し
た
経
費
の
見
直
し
を

行
い
、
効
率
的
な
協
会
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

神
奈
川

県
水
産
振

興
促
進
協

会
は
四
月

二
十
六
日

に
横
浜
の

中
小
企
業

共
済
会
館
で
「
漁

業
地
域
に
お
け
る

震
災
対
策
研
修

会
」
を
開
催
し
ま

し
た
▼
関
係
者
６
５
人
が
出

席
、
水
産
課
漁
港
グ
ル
ー
プ

の
小
野
能
康
技
幹
に
よ
る
津

波
浸
水
予
想
図
の
正
し
い
見

方
・
使
い
方
の
説
明
聞
き
、

Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
の
船
渡
隆
平
専

務
の
「
漁
業
地
域
で
何
が
起

き
た
の
か
、
今
、
何
を
な
す

べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
の
講
演

（
写
真
）
を
聴
き
ま
し
た
▼

高
橋
征
人
会
長
が
「
本
日
の

講
演
を
聴
き
、
地
元
の
人
に

震
災
対
策
を
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
小
野
技

幹
が
津
波
の
伝
わ
り
方
・
大

き
く
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
避

難
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
新

た
な
津
波
浸
水
予
想
図
を
作

っ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
▼　

船
渡
専
務
は
、
津

波
対
策
は
「
早
く
、
遠
く
、

高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
こ
と

で
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

東
日
本
大
震
災
前
の
宮
城
県

の
水
産
業
や
宮
城
県
漁
協
の

概
要
、
震
災
に
よ
る
被
害
状

況
、
復
興
基
本
方
針
を
立
て

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
▼

そ
し
て
「
宮
城
県
の
漁
業
者

は
海
に
戻
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
日
ご
と
に
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
漁
業
を
復
興
さ
せ

て
安
全
・
安
心
な
魚
を
供
給

し
、
多
く
の
支
援
に
お
礼
を

し
た
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
財
団
法
人
か
ら
公
益

財
団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十

三
日
に
神
奈
川
県
公
益
認
定

委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
神

奈
川
県
知
事
の
認
定
許
可
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
の
利
点
は
、

不
特
定
多
数
の
受
益
者
に
対

す
る
事
業
の
比
率
が
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
れ
ば
、

消
費
税
を
除
き
、
法
人
税
な

ど
の
税
金
が
掛
り
ま
せ
ん
。

公
益
財
団
法
人
の
運
営
は
、

従
来
の
財
団
法
人
と
比
較
す

る
と
次
の
点
で
異
な
り
ま
す
。

　

①
財
団
法
人
の
理
事
、
評

議
員
の
人
数
は
、
書
名
表
決

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
減
ら
し
ま
し
た
。

　

理
事
は
十
五
名
か
ら
七
名

〜
十
三
名
、
評
議
員
は
、
二

十
五
名
か
ら
七
名
〜
十
三
名
、

監
事
は
三
名
か
ら
二
名
と
な

り
ま
す
。

　

従
来
は
、
県
、
市
町
の
理

事
、
評
議
員
が
い
ま
し
た
が
、

新
法
人
で
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

②
そ
こ
で
、
栽
培
漁
業
協

会
の
運
営
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
県
と
各
市
町

と
理
事
、
評
議
員
が
出
て
い

な
い
漁
業
協
同
組
合
で
構
成

す
る
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
推

進
協
議
会
を
年
一
回
開
催
し

ま
す
。

　

③
任
期
は
、
財
団
法
人
で

は
理
事
、
評
議
員
、
監
事
は

三
年
で
し
た
が
、
公
益
財
団

法
人
で
は
、
理
事
が
二
年
、

評
議
員
、
監
事
が
四
年
と
な

り
ま
す
。

　

③
評
議
員
は
財
団
法
人
の

と
き
に
は
登
記
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
公
益
財
団
法
人
で

は
登
記
し
ま
す
。

　

④
財
団
法
人
の
と
き
は
午

前
中
に
評
議
員
会
を
、
午
後

に
理
事
会

を
開
催
し

て
き
ま
し

た
。

　

公
益
財

団
法
人
で

は
、
ま
ず
、

理
事
会
を

開
催
し
、

議
案
を
議

決
し
た
あ

と
、
評
議
員
に
示
し
、
二
週

間
後
に
評
議
員
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
定
款

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　神奈川県におけるマダイ種苗放流目標は、
2010年度までは神奈川県栽培漁業基本計画
に基づき100万尾としてきた。補助金の中
止に伴って、2011年度は30万尾を削減し70
万尾にしてきました。
　しかし、それでもマダイ種苗生産経費と
収入の収支が大きく開いていて、今後、収
支相償を図るため、放流数をどのようにし
ていくか、選択肢を提示します。
　提案1
　2012年度のマダイ種苗放流数は、2011年
度に引き続き70万尾とします。
　2013年度以降は、栽培漁業協会の種苗放
流事業として、前年度の漁業者・漁業協同
組合負担金及び遊漁船協力金の決められた
割合をマダイ種苗生 産に充てます。
　また、前年度のマダイ遊漁者・遊漁船協
力金を全額マダイ種苗生産費に充て、これ
らを合わせた金額相当の尾数を各地区に放
流します。
　試算では栽培漁業協会の種苗放流事業と

して12,000千円を基本放流額とします。
これは、300,000尾に相当します。
　東京湾100 , 0 00尾、三浦半島西岸
100,000尾、西湘・湘南100,000尾とし
ます。基本財産、漁業者・漁協負担
金、遊漁船協力金の額は前年度の実績
とします。
　また、現在のマダイ釣人・釣船協力
金は寄附金額に応じて放流数を変更し
ます。

神奈川県栽培漁業協会経営改善計画案
マダイ種苗生産・放流数変更の考え方

平
成
二
十
四
年
度
　
　
事 

業 

計 

画

マ
ダ
イ
・
ア
ワ
ビ
な
ど
を
種
苗
生
産
・
放
流

イベントに協力し
　　マダイ種苗を放流

漁業者の要望の強い
　　ヒラメ種苗を供給・放流

科目 24年度 23年度

科目 24年度 23年度

放流場所 マダイ（全長 60mm） ヒラメ（全長 60mm）

基本財産
賛助会費
種苗生産
種苗斡旋
広域資源
緊急雇用
負担金

遊漁船協力
マダイ等協力金
雑収入

マダイ資源増大

ヒラメ資源増大

栽培推進

種苗生産

種苗斡旋

管理費

借入金返済等

収入計

支出計

9,870
1,000
53,970
29,977
3,465

0
12,992
10,865
5,000
250

10,640
1,000
49,003
32,233
3,530
7,061
9,712
11,126
6,000
250

127,889 134,905

平成24年度収入予算

平成24年度支出予算

マダイ・ヒラメ資源増大促進事業

基本財産

マダイ協力

種苗生産

種苗斡旋

広域資源

負担金

遊漁船協力

ヒラメ資源増大

マダイ資源増大

栽培推進

種苗生産

種苗斡旋

管理費

20,990

4,919

2,922

43,299

23,092

22,173

10,494

23,780

5,230

2,966

42,041

29,081

17,134

7,375

127,889 134,905

東京湾海域

三浦半島西岸域

西湘域

2 5 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

合　計 7 0 0 , 0 0 0 7 0 , 0 0 0

種 苗 生 産 事 業種 苗 供 給 事 業

平成25年度以降のマダイ放流計画案

種苗名（サイズmm） ２４年度計画 ２３年度実績種苗名（サイズmm） ２４年度計画（尾） ２３年度実績（尾）
ア ワ ビ
ア ワ ビ
ア ワ ビ
サ ザ エ
ト コ ブ シ
マ ダ イ
ク ロ ダ イ
マコガレイ

（５）
（25）
（30）
（20）
（15）
（70）
（60）
（40）

3 0 , 0 0 0
3 5 0 , 0 0 0
7 5 , 0 0 0
2 0 0 , 0 0 0
1 5 0 , 0 0 0
6 0 , 0 0 0
9 0 , 0 0 0
1 6 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0
3 8 9 , 4 8 0
7 5 , 7 0 0
1 8 3 , 6 0 0
2 8 , 0 0 0
5 6 , 2 0 0
9 0 , 0 0 0
7 0 , 5 0 0

ヒ ラ メ

メ バ ル

カ サ ゴ

ト ラ フ グ

カ ワ ハ ギ

（60）

（60）

（60）

（50）

（50）

140,000

20 ,000

130 ,000

25 ,000

11 ,000

144 ,500

20 ,000

134 ,000

24 ,150

11 ,000

海域／年度 2010 2011 2012 2013（平成 25年度）以降

東京湾

湘南・西湘

三浦半島
西岸

合　計

350,000

350,000

300,000

1,000,000

250,000

250,000

200,000

700,000

250,000

250,000

200,000

700,000

＊100,000
＋前年度マダイ遊魚協力金
＋組合等種苗購入分

＊100,000＋上記に同じ

＊100,000＋上記に同じ

＊100,000＋上記に同じ

2013年度以降、各海域に放流する 100,000尾分は、漁業者・業業協同組合負担金
及び遊漁船協力金による放流分

ヒ
ラ
メ
な
ど
の
種
苗
は
入
手
・
放
流
へ
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ま
ぐ
ろ
千
夜
一
夜

　

平
成
二
十
三
年
度
の
財
団

法
人
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協

会
の
決
算
を
収
支
計
算
書
に

よ
っ
て
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業

活
動
収
入
の
計
は
一
億
三
千

五
百
二
十
六
万
三
千
円
で
し

た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
基
本
財
産

運
用
収
入
が
一
千
七
十
六
万

四
千
円
、
賛
助
会
員
会
費
が

八
十
四
万
六
千
円
、
ア
ワ
ビ

の
種
苗
生
産
や
ヒ
ラ
メ
の
種

苗
斡
旋
な
ど
の
事
業
が
八
千

百
二
十
九
万
三
千
円
、
緊
急

雇
用
や
太
平
洋
南
海
域
栽
培

漁
業
推
進
協
議
会
の
ヒ
ラ
メ

種
苗
補
助
金
が
一
千
四
十
七

万
九
千
円
、
漁
業
者
や
漁
業

協
同
組
合
の
負
担
金
が
一
千

二
百
九
十
九
万
円
、
遊
漁
船

業
者
協
力
金
が
一
千
八
十
六

万
六
千
円
、
マ
ダ
イ
協
力
金

が
七
百
四
十
三
万
九
千
円
、

雑
収
入
三
十
五
万
七
千
円
で

し
た
。
こ
の
外
、
八
百
万
円

を
短
期
借
入
し
ま
し
た
。

　

事
業
活
動
支
出
の
合
計
は
、

一
億
三
千
四
百
万
二
千
円
で
、

投
資
活
動
支
出
は
、
退
職
引

当
金
百
万
円
、
波
板
洗
浄
機

購
入
費
の
二
百
十
七
万
三
千

円
で
し
た
。

　

事
業
活
動
支
出
の
内
訳
は
、

マ
ダ
イ
資
源
増
大
促
進
事
業

費
二
千
四
百
三
十
八
万
二
千

円
、
ヒ
ラ
メ
資
源
増
大
促
進

事
業
費
が
五
百
三
十
万
四
千

円
、
さ
い
ば
い
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
な
ど
の
推
進
活
動
事
業

費
が
二
百
九
十
四
万
五
千
円
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
が
六
百

四
十
一
万
三
千
円
、
ア
ワ
ビ

等
の
種
苗
生
産
事
業
費
が
四

千
九
百
三
十
五
万
六
千
円
、

ヒ
ラ
メ
や
カ
サ
ゴ
な
ど
の
種

苗
斡
旋
事
業
が
二
千
八
百
八

十
七
万
八
千
円
、
管
理
費
が

千
六
百
七
十
二
万
五
千
円
で

し
た
。

　

貸
借
対
照
表
お
よ
び
正
味

財
産
増
減
計
算
書
を
確
認
し

た
い
と
き
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kanagawa-sf
a.or.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

神
奈
川
水
産
課
は
四
月
十

七
日
に
平
成
二
十
四
年
度
主

要
施
策
お
よ
び
当
初
予
算
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
漁

業
系
統
団
体
幹
部
、
市
町
の

担
当
職
員
ら
七
十
五
人
が
出

席
し
、
県
の
各
担
当
職
員
か

ら
取
り
組
む
事
業
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
冒
頭
、
鵜
飼

俊
行
水
産
課
長
は

「
県
の
財
政
事
情
は

非
常
に
厳
し
い
が
、

行
政
・
研
究
・
指
導

部
門
が
一
丸
と
な
り

県
下
水
産
業
振
興
の

た
め
の
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

二
十
四
年
度
主
要

事
業
方
針
で
は
、
地

産
地
消
に
重
点
的
に

神奈川県主要施策・予算説明会

　

水
産
課
・
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
の
主
な
人
事
異
動
は
次

の
通
り
。
カ
ッ
コ
内
は
前
職

で
す
。　
　
　

（
敬
称
略
）

▽
水
産
課
副
課
長
（
横
須
賀

三
浦
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
担

当
部
長
）
加
藤
岡
政
彦

　

▽
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
副

所
長
兼
管
理
部
長
（
保
健
福

祉
局
企
画
調
整
担
当
部
長
）

坂
本
稔
▽
企
画
経
営
部
長
兼

資
源
環
境
部
長
（
相
模
湾
試

験
場
長
）
前
川
千
尋
▽
栽
培

技
術
部
長
（
水
産
課
副
課

長
）
杉
浦
暁
裕
▽
内
水
面
試

験
場
長
（
栽
培
技
術
部
長
）

水
津
敏
博
▽
相
模
湾
試
験
場

長
（
専
門
研
究
員
）
石
戸
谷

博
範
▽
管
理
課
長
（
政
策
局

土
地
水
資
源
対
策
課
リ
ー
ダ

ー
）
加
藤
誠
一
▽
資
源
環
境

部
主
任
研
究
員
（
水
産
課
水

産
指
導
主
査
）
山
本
貴
一
▽

栽
培
技
術
部
主
任
研
究
員

（
資
源
環
境
部
主
任
研
究

員
）
岡
部
久
▽
相
模
湾
試
験

場
主
任
研
究
員
（
内
水
面
試

験
場
主
任
研
究
員
）
相
澤
康
。

第
16
話 

国
棄
て
　
⑩

続
　  

艫
の
オ
ン
チ
ャ
ン
航
海
記

　

（
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ‥

会
社
を
飛
び

出
し
、
義
父
の
仕
事
の
共
同
経
営
者
に
。
そ

の
Ｇ
さ
ん
に
一
緒
に
の
ん
び
り
暮
ら
さ
な
い

か
と
誘
わ
れ
る
）

　

「
僕
は
し
ば
ら
く
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
出
張
し

て
た
ん
だ
け
ど
ね
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
あ
の

国
の
人
種
差
別
は
非
道
い
も
ん
と
聞
い
て
い
た

ん
だ
が
、
い
や
、
実
際
行
っ
て
み
て
驚
い
て
し

ま
っ
た
ね
ぇ
。
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ス

や
公
園
ま
で
白
人
専
用
が
あ
っ
て
、
非
白
人
と

厳
し
く
区
別
し
て
い
る
ん
だ
。

　

非
白
人
と
い
う
の
は
黒
人
、
カ
ラ
ー
ド
（
混

血
）
、
イ
ン
ド
人
、
中
国
人…

、
そ
の
他
全
て

の
有
色
人
種
さ
。
と
こ
ろ
が
我
が
日
本
人
は
違

う
ん
だ
。
日
本
人
は
準
白
人
と
い
う
こ
と
で
、

白
人
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
ん
だ
か
ら
、
気
分

が
い
い
よ
な
」

　

と
如
何
に
も
得
意
満
面
な
ん
だ
ぜ
。

　

テ
メ
エ
馬
鹿
か
よ
、
っ
て
言
っ
て
や
り
ゃ
よ

か
っ
た
ん
だ
け
ど
さ
ぁ
。
バ
カ
に
何
言
っ
て
も

始
ま
ら
ね
ぇ
と
思
っ
て
よ
う
。
そ
の
ま
ま
帰
っ

て
来
ち
ゃ
っ
た
。

　

準
白
人
な
ん
て
言
わ
れ
方
が
、
ど
れ
だ
け
の

屈
辱
だ
っ
て
こ
と
、
奴
ら
は
考
え
も
し
ね
え
ん

だ
。

　

そ
こ
に
居
た
そ
の
他
大
勢
も
、
皆
同
じ
考

え
さ
ね
。

　

無
冠
の
外
交
だ
な
ん
で
、
普
段
ふ
ん
ぞ
り
返

っ
て
い
る
奴
ら
が
こ
れ
じ
ゃ
、
日
本
て
国
余
り

先
は
ね
え
ぜ
。

　　

そ
ん
な
こ
と
を
言
い
な
が
ら
Ｇ
さ
ん
、
グ
ビ

リ
グ
ビ
リ
と
強
い
酒
を
、
ま
る
で
水
を
飲
む
よ

う
に
飲
む
も
の
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
は
気
が
気

じ
ゃ
の
う
て
酔
い
も
半
分
醒
め
て
し
ま
っ
た
り

し
て…

。

　

「
オ
イ
、
マ
グ
ロ
船
ッ
、
日
本
て
国
、
経
済

大
国
と
か
い
っ
て
さ
、
白
人
の
仲
間
に
な
っ
た

つ
も
り
で
、
肩
で
風
切
っ
て
い
る
け
ど
な
。
俺

ら
が
聞
き
知
っ
て
い
る
限
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
で
日
本
人
の
こ
と
を
良
く
言
う
奴
は
少
ね

ん
だ
ぜ
。
ジ
ャ
ッ
プ
と
か
モ
ン
キ
ー
と
か
、

そ
ん
な
陰
口
を
き
か
れ
て
ん
だ
ぜ
。
こ
の

ま
ま
だ
と
よ
う
、
そ
の
う
ち
、
日
本
と
い

う
国
消
え
て
無
く
な
る
か
も
知
れ
ね
え
ぜ
。

だ
っ
て
よ
、
手
前
え
の
国
に
誇
り
が
持
て

ず
、
準
白
人
、
な
ん
て
言
わ
れ
て
喜
ん
で

い
る
よ
う
な
国
が
さ
、
こ
の
先
栄
え
て
ゆ

く
筈
ね
え
も
ん
な
」

　

と
言
っ
た
も
の
で
す
。

　
　

　

儂
は
、
髭
の
オ
ッ
サ
ン
の
話
し
を
聞
き
乍
ら
、

　

―

こ
の
男
は
日
本
が
嫌
い
や
な
い
ん
や
な
ぁ
、

い
や
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
で
、
好
き
で
好
き
で
た

ま
ら
ん
。
そ
の
思
い
が
、
日
本
を
棄
て
る
と
い
う
、

ま
る
ま
る
反
対
の
行
動
を
取
ら
せ
た
の
や―

　

と
思
い
ま
し
た
な
ぁ
。
言
う
や
な
い
で
す
か
、

『
可
愛
さ
余
っ
て
憎
さ
百
倍
』
と
。

　

「
老
夫
婦
の
海
外
移
住
」
と
い
う
内
容
の
テ
レ

ビ
番
組
を
、
た
ま
た
ま
観
た
こ
と
か
ら
三
十
年
も

前
に
、
マ
ヘ
島
と
い
う
印
度
洋
の
小
島
で
の
、
風

変
わ
り
な
元
日
本
人
と
の
出
会
い
を
、
フ
ト
思
い

出
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
つ
い
つ
い
長
話
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
失
礼
し
ま
し
た
な
ぁ
。

　

あ
、
つ
い
で
に
も
う
一
つ
、
儂
が
も
う
一
つ
気

に
な
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
Ｇ
さ
ん
の
国
籍
。

　

「
俺
ら
か
い
、
俺
ら
ぁ
、
地
球
人
さ
ぁ
」

　

Ｇ
さ
ん
の
そ
の
返
事
が
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
　

　

※

艫
の
オ
ン
チ
ャ
ン
と
は

　

こ
の
本
の
副
題
と
な
っ
て
い
る
「
艫
の
オ
ン
チ

ャ
ン
」
と
は
、
永
い
こ
と
マ
グ
ロ
船
で
船
方
と
し

て
働
き
、
年
を
取
っ
て
も
、
未
だ
に
現
役
と
し
て

乗
り
続
け
て
い
る
年
寄
り
の
こ
と
で
す
。

　

若
い
船
乗
り
に
交
っ
て
の
重
労
働
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
若
い
人
が
面
倒
だ
と
思
う
漁
具
や
道
具
の

修
理
な
ど
を
、
人
目
に
付
か
な
い
船
尾
（
艫
）
の

隅
で
、
コ
ツ
コ
ツ
、
毎
日
、
い
つ
で
も
、
手
を
休

め
る
こ
と
無
く
、
仕
事
を
し
て
い
る
、
そ
ん
な
人

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

海
の
こ
と
な
ら
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
、
そ
ん

な
年
寄
り
は
、
ど
の
船
に
も
一
人
く
ら
い
は
乗
っ

て
お
り
、
大
抵
は
「
艫
の
オ
ン
チ
ャ
ン
」
と
若
い

乗
組
員
か
ら
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

平
成
二
十
三
年
度
収
支
計
算
書取

り
組
む
た
め
、
今
年
度
は

鎌
倉
地
区
の
小
型
定
置
網
漁

業
者
と
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
つ
な
ぐ
流

通
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め

の
新
た
な
「
地
魚
流
通
促
進

事
業
」
に
着
手
す
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
十
三
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
ト
ラ
フ
グ
種
苗

生
産
・
放
流
技
術
開
発
、
天

然
系
ヒ
ラ
メ
種
苗
生
産
体
制

構
築
技
術
開
発
を
行
う
「
豊

か
な
海
づ
く
り
推
進
事
業
」

「
定
置
網
漁
業
活
性
化
支
援

事
業
」
な
ど
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
当
協
会
の
今
井
利

為
専
務
は
「
マ
ダ
イ
栽
培
漁

業
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三

年
度
ま
で
配
布

し
て
き
た
ア
ワ

ビ
種
苗
単
価

（
消
費
税
抜

き
）
を
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
、

電
気
料
金
の
値

上
げ
な
ど
で
単

価
を
改
定
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
り
ま
し
た
（
表
）
。

　

東
京
電
力
が
電
気
料
を
十

八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ

す
る
、
と
通
告
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
配
合
飼
料
な
ど

の
値
上
げ
も
予
想
さ
れ
る
か

ら
で
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
種
苗
は
採
卵
か

ら
出
荷
ま
で

一
年
〜
二
年

の
時
間
を
必

要
と
し
て
、

そ
の
間
、
ポ

ン
プ
で
海
水

を
か
け
流
し

つ
づ
け
飼
育

し
ま
す
の
で
、

電
気
で
飼
育

し
て
い
る
よ

う
な
も
の
で

す
。

　

関
係
漁
業
協
同
組
合
と
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

アワビ種苗単価
値上げのお願い

可
愛
さ
余
っ
て
憎
さ
百
倍

俺
は
地
球
人

基本財産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金等
負担金
遊漁船業者協力金
マダイ協力金
募金
雑収入
借入金 基本

財産
運用
益

受取
会費

事業
収益

受取
補助
金等負担
金

遊漁
船業
者協
力金

マダ
イ協
力金 募金雑収
入

借入
金

科　目 金額（千円）

科　目 金額（千円）

10,765
846

81,293
10,479
12,991
10.866
7,439
228
356
8,000

24,382
5,304
2,945
6,413
49,356
28,878
16,724
2,172
1,000

マダイ資源増大
ヒラメ資源増大
推進活動
緊急雇用創出
種苗生産事業
種苗斡旋事業
管理費
什器備品
退職金引当

マダ
イ資
源増
大

ヒラ
メ資
源増
大

推進
活動

緊急
雇用
創出

種苗
生産
事業

種苗
斡旋
事業管理

費

什器
備品

退職
金引
当

【収入】 【収入】

【支出】 【支出】

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（千円）

（千円）

事
業
活
動
収
入
合
計
は
一億
三
千
万
円
余
り
に

事
業
活
動
収
入
合
計
は
一億
三
千
万
円
余
り
に

主
要
施
策
・
当
初
予
算
説
明
会

神
奈
川
県
水
産
課

二
十
四
年
度

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

神
奈
川
県
人
事
異
動

四
月
一
日
付
け

殻長（mm） 旧単価（円） 新単価（円）
２５
３０
５０

４２
９０
１５０

５５
１１０
１８０
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今
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た

伊
豆
諸
島
近
海
漁
場
で
の
サ

バ
た
も
す
く
い
網
漁
業
は
、

マ
サ
バ
の
漁
獲
が
顕
著
で
し

か
も
資
源
が
多
い
た
め
か
漁

場
が
拡
大
す
る
な
ど
、「
資

源
回
復
の
兆
し
か
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
相
模
湾
で
は
ブ
リ
が

大
漁
に
な
る
と
い
う
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
単
価
の
安
い
ゴ

マ
サ
バ
し
か
獲
れ
な
か
っ
た

伊
豆
諸
島
周
辺
海
域
で
、
マ

サ
バ
が
漁
獲
さ
れ
だ
し
た
の

は
、
昭
和
五
十
四
年
以
来
二

十
八
年
ぶ
り
の
平
成
十
九
年

で
し
た
。

　

そ
の
後
も
マ
サ
バ
の
漁
獲

は
続
き
、
平
成
二
十
三
年
の

千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
県
の

サ
バ
た
も
す
く
い
網
漁
船
に

よ
る
マ
サ
バ
の
漁
獲
の
合
計

は
二
千
百
五
十
八
ト
ン
（
二

十
二
年
は
八
百
九
十
一
㌧
）

で
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
も

マ
サ
バ
の
水
揚
げ
は
続
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
二
月
か
ら
三

月
に
か
け
て
相
模
湾
で
九
千

尾
以
上
の
ブ
リ
の
漁
獲
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
十
年

ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

マサバ主体の水揚げ

　

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
は
「
第
二
回
神
奈
川
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
実
績
発

表
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
漁

業
団
体
幹
部
、
市

町
の
担
当
職
員
、

水
産
研
究
者
な
ど

六
十
人
が
出
席
、

冒
頭
、
米
山
健
所

長
は
「
セ
ン
タ
ー

で
は
、
海
・
川
・

湖
の
漁
業
振
興
、

漁
場
環
境
保
護
、

普
及
活
動
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
そ

の
研
究
成
果
な
ど

　

ア
ワ
ビ
の
料
理

ア
ワ
ビ
の
代
表
的
な
料
理
は

な
ん
と
言
っ
て
も
刺
身
で
す
。

ク
ロ
ア
ワ
ビ
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ

は
身
が
硬
く
、
コ
リ
コ
リ
と

し
た
食
感
を
好
む
人
に
向
い

て
い
ま
す
。

　

余
り
硬
い
も
の
は
敬
遠
し

ま
す
と
言
う
方
に
は
、
マ
ダ

カ
ア
ワ
ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ

が
お
勧
め
で
す
。

　

夏
に
氷
の
器
に
賽
の
目
に

切
っ
た
ア
ワ
ビ
を
水
氷
に
浮

か
べ
た
水
貝
は
、
こ
り
こ
り

と
し
た
食
感
を
楽
し
み
ま
す
。

よ
く
、
水
貝
に
は
男
貝
を
用

い
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
ク

ロ
ア
ワ
ビ
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
美
味
し
い
な
と

思
う
食
べ
方
は
、
裸
潜
り
の

漁
師
が
船
に
上
が
っ
て
休
息

す
る
時
、
暖
を
と
る
た
め
、

松
の
薪
を
燃
や
し
て
い
る
囲

炉
裏
が
あ
り
、
そ
こ
に
ア
ワ

ビ
を
貝
殻
ご
と
焼
き
、
火
が

通
っ
た
か
ど
う
か
ぐ
ら
い
の

状
態
で
海
水
に
漬
け
て
、
か

ぶ
り
つ
く
の
が
最
高
で
す
。

　

エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
、
干
鮑
と

し
て
中
華
料
理
に
し
て
味
わ

う
と
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
は
海
で
獲
れ
る
も

の
で
す
が
、
内
陸
の
甲
府
で

「
煮
貝
」
と
し
て
ア
ワ
ビ
が

名
物
と
し
て
有
名
で
す
。
こ

の
ア
ワ
ビ
は
江
戸
時
代
駿
河

か
ら
醤
油
に
漬
け
て
運
び
味

わ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
成
分
は
、
高
た

ん
ぱ
く
、
低
カ
ロ
リ
ー
の
食

材
で
す
。
た
ん
ぱ

く
質
に
は
、
コ
ラ

ー
ゲ
ン
な
ど
の
硬

た
ん
ぱ
く
質
が
多

い
た
め
、
肉
が
固

い
。
鉄
、
亜
鉛
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
、
銅
、
リ
ン
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、

Ｅ
な
ど
を
含
み
ま
す
。

放
流
の
効
果

　

放
流
し
た
ア
ワ
ビ
が
ど
の

く
ら
い
の
数
、
漁
獲
さ
れ
た

か
を
調
べ
る
こ
と
は
、
放
流

事
業
を
評
価
す
る
上
で
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。

ま
ず
、
年
毎
の
マ
ダ
カ
ア
ワ

ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
、
ク
ロ

ア
ワ
ビ
そ
れ
ぞ
れ
種
別
ご
と

の
放
流
数
を
記
録
し
て
お
き

ま
す
。

　

次
に
漁
師
が
水
揚
げ
し
て

き
た
ア
ワ
ビ
を
種
別
に
殻
径

を
計
測
し
ま
す
。
こ
の
計
測

値
か
ら
ア
ワ
ビ
の
年
齢
組
成

を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
ご

と
に
人
工
種
苗
の
特
徴
で
あ

る
貝
殻
の
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

比
率
を
求
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
値
を
使
っ
て
、

何
年
に
放
流
し
た
ア
ワ
ビ
が

何
個
漁
獲
さ
れ
た
が
分
か
り

ま
す
。

　

漁
獲
さ
れ
た
数
を
放
流
数

で
割
る
と
回
収
率
と
言
う
数

値
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
し
た
ア
ワ
ビ

の
漁
獲
金
額
と
種
苗
放
流
に

要
し
た
経
費
を
比
較
し
て
下

さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
種
苗
放
流
経
費

を
上
回
る
漁
獲
を
上
げ
な
い

と
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
事
業
は

赤
字
と
な
り
ま
す
。

　

黒
字
に
す
る
に
は
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、
ど
こ
を
改

善
す
る
べ
き
か
考
え
て
、
改

善
策
を
立
て
、
漁
業
協
同
組

合
員
の
皆
様
方
の
協
力
に
よ

っ
て
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

城
ヶ
島
で
放
流
が
始
ま
っ
て

か
ら
の
種
苗
代
と
漁
獲
し
た

放
流
貝
の
累
積
水
揚
金
額
を

較
べ
る
と
約
四
倍
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

回
収
率

　

放
流
し
た
ア
ワ
ビ
が
ど
の

く
ら
い
の
数
を
漁
獲
さ
れ
て

い
る
か
が
種
苗
放
流
事
業
の

成
否
を
判
断
す
る
基
準
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
回
収
率
は
、
各

漁
場
、
放
流
サ
イ
ズ
、
放
流

方
法
、
放
流
場
所
の
海
底
地

形
、
漁
業
者
の
数
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
が
入
り
一
概
に

何
パ
ー
セ
ン
ト
を
回
収
し
た

と
言
う
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
神
奈
川
県
の
種
苗

放
流
事
業
の
全
体
で
見
ま
す

と
、
神
奈
川
県
で
の
ア
ワ
ビ

漁
獲
量
は
、
平
成
十
六
〜
十

七
年
に
二
十
ト
ン
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

城
ヶ
島
、
長
井
町
で
水
揚

げ
さ
れ
て
い
る
ア
ワ
ビ
の
九

十
パ
ー
セ
ン
ト
が
放
流
貝
で

あ
る
と
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
の
で
、
十
八
ト
ン
が
放
流

貝
で
あ
る
と
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

⑬

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

　

第
十
二
回
全
国
中
学
生
創

造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

「
あ
な
た
の
た
め
の
お
弁
当

コ
ン
ク
ー
ル
」
全
国
大
会
で
、

横
須
賀
市
立
長
井
中
学
校
家

政
部
の
「
ま
ぐ
ろ
づ
く
し
＆

ち
ら
し
の
栄
養
満
点
弁
当
」

が
二
位
に
入
賞
、
厚
生
労
働

大
臣
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

魚
を
使
う
の
が
条
件
だ
っ

た
の
で
三
崎
の
マ
グ
ロ
を
主

食
材
に
、
マ
グ
ロ
の
子（
卵
）

な
ど
の
食
材
を
活
か
し
た
弁

当
で
し
た
。

伊
豆
諸
島
海
域
で
漁
場
拡
大

相
模
湾
で
は
ブ
リ
が
豊
漁
に

　

二
、
三
年
前
か
ら
神
奈
川

県
の
新
し
い
海
藻
資
源
と
し

て
注
目
さ
れ
だ
し
た
の
が
ア

カ
モ
ク
で
す
。
健
康
食
品
と

し
て
も
関
心
が
高
い
こ
と
か

ら
県
下
各
地
の
漁
業
者
は
、

乾
燥
、
冷
凍
な
ど

の
商
品
開
発
に
積

極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
神
奈

川
県
漁
連
で
は
、

「
ア
カ
モ
ク
の
ふ

り
か
け
」
ま
で
販

売
し
始
め
て
い
ま

す
。

　

漁
業
者
が
生
産

を
始
め
た
ア
カ
モ

ク
商
品
を
使
い
、

寿
司
屋
さ
ん
が
軍

艦
巻
き
に
し
て
客

に
食
べ
さ
せ
た
り
、

県
下
沿
岸
各
地
の
食
堂
で
は

「
あ
か
も
く
丼
」
を
提
供
す

る
店
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

「
ね
ば
ね
ば
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
」
し
た
食
感
が
客
か
ら
喜

ば
れ
て
い
る
そ
う
で
、
神
奈

川
の
名
物
に
な
る
か
も
知
れ

に
な
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
漁
協
の
朝
市
な
ど

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
漁
業
者

が
試
食
・
直
売
を
行
う
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
来
場
者
か
ら
好
評
を

博
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う

に
ア
カ
モ
ク
の
商

品
化
に
積
極
的
に

取
り
組
み
だ
し
た

漁
業
者
の
中
に
は
、

ア
カ
モ
ク
の
刻
み

加
工
処
理
の
た
め

ミ
ー
ト
チ
ョ
ッ
パ

ー
を
導
入
す
る
人

も
出
て
き
ま
し
た
。

鎌
倉
漁
協
で
は
新

名
産
品
「
鎌
倉
の

ア
カ
モ
ク
」
を
か

な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド

に
認
定
し
て
も
ら
う
よ
う
に

申
請
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
カ
モ
ク
は
体
に
良
い
と

い
わ
れ
る
フ
コ
ダ
イ
ン
の
含

有
量
が
メ
カ
ブ
の
３
〜
５
倍

で
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維

も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
担
当
者
が
発
表
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

七
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
当
協
会

で
も
力
を
入
れ
て
い
る
ト
ラ

フ
グ
の
種
苗
放
流
な
ど
に
つ

い
て
セ
ン
タ
ー
栽
培
技
術
部

の
櫻
井
繁
さ
ん
が
「
ト
ラ
フ

グ
の
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
話
し
ま
し
た
。
櫻
井
さ
ん

は
「
ト
ラ
フ
グ
は
小
型
種
苗

で
も
大
量
に
放
流
す
れ
ば
、

翌
年
に
は
水
揚
げ
量
が
増
え

る
と
い
う
効
果
が
考
え
ら
れ

ま
す
」
な
ど
と
説
明
し
ま
し

た
。

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
実
績
発
表
会

水技センター業績発表会

栄養満点弁当

ま
ぐ
ろ
づ
く
し

　

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ト
コ

ブ
シ
の
種
苗
の
幼
生
は
、
餌

の
珪
藻
を
付
着
さ
せ
た
波
板

に
定
着
さ
せ
三
〜
四
ケ
月
間

飼
育
し
ま
す
。
使
用
後
、
波

板
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の

機
械
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

協
会
で
は
新
し
い
洗
浄
機
を

導
入
し
ま
し
た
。
新
型
は
コ

ン
パ
ク
ト
で
部
品
の
取
り
換

え
な
ど
が
簡
単
に
行
え
、
種

苗
生
産
の
効
率
を
上
げ
ら
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

新型波板洗浄機活躍

波
板
洗
浄
機
を
導
入
へ

　

日
本
釣
振
興
会
は
五
月
十

九
日
、
当
協
会
の
種
苗
供
給

事
業
で
、
横
須
賀
市
長
井
町

地
先
に
五
千
尾
の
ヒ
ラ
メ
種

苗
を
放
流
し
ま
し
た
。
愛
知

県
か
ら
活
魚
運
搬
車
で
運
ば

れ
て
き
体
長
六
〜
七
セ
ン
チ

の
ヒ
ラ
メ
稚
魚
で
、
午
前
八

時
過
ぎ
、
四
千
尾
を
小
田
和

湾
に
放
流
し
た
あ
と
、
千
尾

が
荒
崎
海
岸
・
な
ん
や
の
浜

で
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
放

流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
午
前
９
時
か

ら
、
地
元
の
地
域
の

未
来
を
考
え
る
会

（
会
長
・
小
澤
紳
一

郎
長
井
町
漁
協
副
組

合
長
）
が
「
荒
崎
海

岸
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」
を
開

ヒラメ種苗を放流する
　　　　　小さな子ども

マ
サ
バ
資
源
回
復
の
兆
し
か…

ト
ラ
フ
グ
の
栽
培
漁
業
な
ど
七
発
表
が
行
わ
れ
る

ト
ラ
フ
グ
の
栽
培
漁
業
な
ど
七
発
表
が
行
わ
れ
る

第
二
回

アカモクの商品化に
積極的な県下漁業者
アカモクの商品化に
積極的な県下漁業者

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

ち
ら
し
弁
当＆

＊

＊

省
エ
ネ
・
省
ス
ペ
ー
ス
の

新型

日
釣
振
が
長
井
町
地
先
の
海
に
５
千
尾
を

協
会
の
種
苗
供
給
事
業
で
ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流

催
し
、
２
０
０
家
族
が
海
岸

清
掃
を
行
っ
た
あ
と
、
四
、

五
歳
〜
小
学
低
学
年
の
児
童

が
ヒ
ラ
メ
の
放
流
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

放
流
に
先
立
ち
協
会
の
今

井
利
為
専
務
は
、
「
こ
の
種

苗
は
今
年
一
月
に
愛
知
県
で

ふ
化
し
こ
れ
ま
で
育
て
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
放
流
後
一
年

で
体
長
は
三
十
セ
ン
チ
、
二

年
後
に
は
三
十
五
〜
四
十
セ

ン
チ
の
大
き
さ
に
育
ち
ま
す
。

戻
っ
て
き
て
ま
た
会
い
ま
し

ょ
う
と
声
を
掛
け
て
放
流
し

て
下
さ
い
」
と
話
し
、
子
ど

も
た
ち
は
次
々
と
放
流
台
を

使
い
放
流
し
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
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相
模
湾
で
シ
ラ

ス
を
獲
り
各
種
商

品
を
加
工
、
直
販

し
て
い
る
紋
四
郎

丸
。
獲
れ
た
そ
の

日
だ
と
食
べ
ら
れ

る
生
シ
ラ
ス
も
買

う
こ
と
が
で
き
大

人
気
で
す
。
「
釜

揚
げ
」
「
干
し
」

の
ほ
か
「
し
ら
す

佃
煮
」
も
評
判
が

良
い
そ
う
で
す
。

　

シ
ラ
ス
船
曳
網
漁
船
で
出

漁
、
獲
れ
る
と
直
ち
に
帰
港

し
て
家
族
ぐ
る
み
で
生
用
の

パ
ッ
ク
詰
め
か
ら
加
工
品
の

生
産
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

食
塩
以
外
の
添
加
物
は
一
切

使
わ
な
い
こ
と
、
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
が
豊
富
な
「
健
康
食

品
」
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

と
く
に
シ
ラ
ス
の
お
い
し

さ
が
堪
能
で
き
る
の
が
、
水

揚
し
た
そ
の
日
に
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
店
頭
販
売
限
定

の
「
生
し
ら
す
」
で
す
。
ご

飯
の
上
に
乗
せ
た
「
シ
ラ
ス

丼
」
は
絶
品
だ
し
、
そ
の
ま

ま
ワ
サ
ビ
醤
油
で
食
べ
る
と

酒
の
つ
ま
み
に
も
最
高
で
す
。

　

ま
た
、
「
釜
揚
げ
し
ら

す
」
は
獲
れ
た
て
を
茹
で
た

も
の
で
、
ふ
わ
っ
と
し
た
柔

ら
か
さ
で
、
口
の
中
に
シ
ラ

ス
の
旨
味
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

「
干
し
し
ら
す
」
は
茹
で
て

か
ら
簀
に
広
げ
、
天
日
干
し

し
た
製
品
で
す
。
海
を
渡
っ

て
来
る
潮
風
が
シ
ラ
ス
の
お

い
し
さ
を
倍
増
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
「
し
ら
す
佃

煮
」
「
た
た
み
い
わ
し
」
、

時
期
に
よ
り
「
め
ざ
し
」

「
煮
干
し
」
な
ど
も
製
造
し

て
お
り
、
来
店
か
電
話
な
ど

で
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い

る
そ
う
で
す
。
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リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー

ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
は
五
月
二

十
日
、
「
キ
ス
マ
ス
タ
ー
２

０
１
２
」
を
開
催
し
、
海
を

豊
に
し
て
と
参
加
費
の
一
部

と
同
社
の
寄
付
を
加
え
た
八

万
一
千
円
を
協
会
に
寄
付
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
マ
ス
タ
ー
に
は
相
模
湾

や
東
京
湾
か
ら
七
十
三
艇
の

ヨ
ッ
ト
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

が
参
加
し
、
乗
り
組
ん
だ
四

人
一
組
の
八
十
一
チ
ー
ム
が

キ
ス
釣
り
を
行
い
、
四
匹
の

合
計
体
長
を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
し
た
の
は
四
匹
合
計
百

八
・
一
セ
ン
チ
の
キ
ス
を
釣

り
上
げ
た
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

表
彰
式
で
同
社
の
渡
邊
藤

郎
副
社
長
は
「
今
年
は
神
奈

川
県
も
後
援
し
て
く
れ
ま
し

た
。
海
と
水
産
資
源
を
大
切

に
す
る
情
報
を
今
後
も
発
信

し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
寄
付
を
受
け
た
協
会

の
今
井
利
為
専
務
は
「
協
会

は
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
に
加

え
カ
ワ
ハ
ギ
の
種
苗
も
放
流

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
寄

付
は
、
水
産
資
源
の
増
大
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
社
は
昨
年
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
寄
付
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
前
は
「
キ

ス
マ
ス
タ
ー
」
「
ハ
ギ
マ
ス

タ
ー
」
開
催
の
た
び
に
協
会

に
寄
付
を
続
け
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。

協会に寄付金贈呈

　

横
浜
市
漁
協
の
小
山
紀
雄

組
合
長
は
、
英
国
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
皇
太
子
殿
下
が
設
立
し

た
海
洋
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
日
本
の

漁
業
の
大
使
と

し
て
招
待
さ
れ
、

今
年
二
月
ロ
ン

ド
ン
を
訪
問
、
水
産
物
の
乱

獲
防
止
な
ど
を
話
し
合
う
会

議
に
出
席
し
ま
し
た
。

チャールズ皇太子と小山組合長（後列左から３人目）

　

三
浦
市
・
松
輪
の
棒
面
丸

は
１
月
、
「
ラ
ブ
！
ラ
ブ
！

マ
ダ
イ
２
０
１
１
棒
面
丸
」

の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

五
・
九
六
㌔
の
マ
ダ
イ
を
釣

っ
た
東
京
都
の
小
松
慎
治
さ

ん
が
優
勝
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
当
協
会
に
マ
ダ
イ
種
苗

放
流
に
役
立
て
て
と
五
万
円

を
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
船
は
、
七
年
前
か
ら
マ

ダ
イ
釣
り
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
毎
年
寄
付
を
続
け
て
い

ま
す
。
寄
付
を
受
け
取
っ
た

協
会
の
鈴
木
秀
雄
事
務
局
長

代
行
は
「
国
、
県
か
ら
の
補

助
が
な
く
な
り
こ
の
よ
う
な

寄
付
は
非
常
に
あ
り
が
た
い

で
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、
同

船
の
鈴
木
千
春
社
長
は
「
マ

ダ
イ
資
源
を
増
や
す
た
め
栽

培
協
会
に
寄
付
を
続
け
た
い

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

マダイ資源を増やしてと寄付

　

協
会
は
創
立
以
来
「
さ
い

ば
い
ニ
ュ
ー
ス
」
を
年
四
回

発
行
し
、
神
奈
川
の
海
の
情

報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
財
政
状
態
が
非
常

に
厳
し
く
な
り
年
四
回
「
さ

い
ば
い
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
栽
培
漁
業
情
報

を
発
信
し
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
昨
年
度
か

ら
年
二
回
、
一
月
と
協
会
の

決
算
が
公
表
で
き
る
七
月
に

発
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
さ
い
ば
い
ニ
ュ
ー
ス
」

の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
に
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

自分で獲り生のほか釜揚げなど加工して販売する

横須賀市秋谷の紋四郎丸直販所

シリーズ㉖

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ

キ
ス
マ
ス
タ
ー
参
加
費
一
部
な
ど
を
寄
付

　

会
議
で
小
山
組
合
長

は
、
同
漁
協
が
実
施
し

て
い
る
底
引
網
漁
業
の

「
二
操
一
休
」
な
ど
の

資
源
管
理
に
つ
い
て
説

明
し
、
会
議
の
翌
日
、

殿
下
に
お
会
い
す
る
と

「
今
後
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
と
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子

殿
下
は
二
〇
一
〇
年
、

漁
業
に
よ
る
食
料
の
確

保
と
生
計
の
安
定
を
提

供
す
る
た
め

の
海
洋
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設

立
し
ま
し
た
。

三
十
年
前
か

ら
資
源
管
理

に
取
り
組
ん

で
き
た
組
合

の
努
力
が
評

価
さ
れ
、
会

議
に
招
待
さ

れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
か
ら

　
　
　
　
　
励
ま
し
の
お
言
葉

マダイ種苗
放流にと…

棒面丸

５万円寄付

小
山
組
合
長
が
英
国
に
招
待
さ
れ
る

＊

＊

バス停
前田橋

逗子

そば処
西浦屋

秋谷郵便局
国道134号線 林

行止り

芦名

下る

印は看板
海

秋谷海岸 前田橋

→←
〒

紋四郎丸

　

み
う
ら
漁
協
南
下
浦
支
所

の
松
輪
地
区
の
遊
漁
船
業
グ

ル
ー
プ
は
、
六
月
十
一
日
、

三
浦
市
立
剣
崎
小
学
校
の
百

十
人
の
全
校
生
徒
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
体
長
約

七
セ
ン
チ
に
育
っ
た

七
百
五
十
尾
の
カ
サ

ゴ
種
苗
を
「
大
き
く

な
っ
て
戻
っ
て
き
て
」
と
声

を
掛
け
な
が
ら
放
流
し
ま
し

た
。

　

遊
漁
船
業
の
人
た
ち
は
自

分
た
ち
が
卒
業
し
、
ま
た
自

分
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学

校
な
の
で
、
社
会
科
教
育
に

協
力
し
よ
う
と
六
年
前
か
ら

放
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
流
の
前
、
協
会
の
今
井

利
為
専
務
は
、
カ
サ
ゴ
種
苗

を
説
明
し
「
放
流
し
た
カ
サ

ゴ
の
子
ど
も
は
二
、
三
年
で

食
べ
ら
れ
る
大
き
さ
に
育
ち

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

カサゴ種苗を放流

カ
サ
ゴ
種
苗
を
放
流

剣
崎
小
学
校
全
校
生
徒
が
参
加
し

　

平
成
二
十
四
年
度
栽
培
漁

業
資
源
増
大
促
進
事
業
で
協

会
は
七
万
尾
の
ヒ
ラ
メ
種
苗

を
神
奈
川
県
下
の
海
に
放
流

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
相

模
湾
水
産
振
興
事
業
団
が
三

万
尾
、
漁
協
な
ど
も
種
苗
を

購
入
し
て
放
流
し
ま
し
た
。

平
塚
市
漁
協
は
、
地
元
の
小

学
生
が
遊
漁
船
に
乗
り
ヒ
ラ

メ
種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
に
参
加
し
た
の
は
平

塚
市
立
港
小
学
校
の
五
年
生

で
す
。
後
藤
勇
平
塚
市
漁
協

組
合
長
は
船
上
で
の
注
意
な

ど
を
話
し
、
協
会
の
今
井
利

為
専
務
は
ヒ
ラ
メ
が
生
ま
れ

て
か
ら
大
き
く
な
る
ま
で
を

話
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
生

徒
は
救
命
胴
衣
を
付
け
、
遊

漁
船
四
隻
に
分
乗
し
て
沖
に

出
て
稚
魚
を
放
流
、
設
置
さ

れ
て
い
る
定
置
網
な
ど
を
見

て
回
り
ま
し
た
。

二
十
四
年
度
栽
培
漁
業
資
源
増
大
促
進
事
業

二
十
四
年
度
栽
培
漁
業
資
源
増
大
促
進
事
業

小学生がヒラメ稚魚を放流

県
下
の
海
に
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
放
流




